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研究成果の概要（和文）：	
 

無限型リーマン面に対する無限次元タイヒミュラー空間の研究のために，その商空間である漸
近的タイヒミュラー空間を考察する．リーマン面の擬等角写像類は漸近的タイヒミュラー空間
上に漸近的タイヒミュラーモジュラー変換として双正則に作用するが，タイヒミュラー空間の
場合とは異なり自明に作用することもある．本研究では漸近的自明写像類群の特徴づけを与え
た．さらに，漸近的タイヒミュラーモジュラー群の固定点問題を証明し，漸近的ニールセン実
現問題の解答を与えた．	
 
	
 
研究成果の概要（英文）：	
 
For	
 research	
 of	
 the	
 infinite	
 dimensional	
 Teichmuller	
 space	
 of	
 an	
 analytically	
 infinite	
 
Riemann	
 surface,	
 we	
 consider	
 the	
 asymptotic	
 Teichmuller	
 space	
 which	
 is	
 a	
 quotient	
 space	
 
of	
 the	
 Teichmuller	
 space.	
 A	
 quasiconformal	
 mapping	
 class	
 of	
 a	
 Riemann	
 surface	
 acts	
 on	
 
the	
 asymptotic	
 Teichmuller	
 space	
 biholomorphically	
 as	
 an	
 asymptotic	
 Teichmuller	
 modular	
 
transformation,	
 but	
 it	
 can	
 act	
 trivially,	
 which	
 is	
 different	
 from	
 the	
 case	
 of	
 the	
 
Teichmuller	
 space.	
 In	
 this	
 research,	
 we	
 gave	
 a	
 characterization	
 of	
 the	
 asymptotically	
 
trivial	
 mapping	
 class	
 group.	
 Furthermore,	
 we	
 proved	
 the	
 fixed	
 point	
 theorem	
 for	
 the	
 
asymptotic	
 Teichmuller	
 modular	
 group	
 and	
 gave	
 an	
 answer	
 to	
 the	
 asymptotic	
 version	
 of	
 the	
 
Nielsen	
 realization	
 problem.	
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研究分野：複素解析学	
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１．研究開始当初の背景	
 
	
 リーマン面のモジュライ空間の研究は解
析学のみならず，代数学，幾何学などにおい
ても重要な研究対象である．しかし，無限型
のリーマン面に対するモジュライ空間の構

造はほとんど明らかにされていない．複素解
析学的には，タイヒミュラー空間とその上に
作用するタイヒミュラーモジュラー群の作
用の研究に基づいて考察することができる
が，無限次元タイヒミュラー空間においては，
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その作用は非常に複雑である．これまでの研
究では，タイヒミュラーモジュラー群に対す
る極限集合および不連続領域の概念を導入
し，タイヒミュラーモジュラー群の作用に関
する力学系理論を定式化した．	
 	
 
	
 コンパクトリーマン面に対しては，タイヒ
ミュラー空間の自己同型群はタイヒミュラ
ーモジュラー群に一致することが知られて
いた．これが無限次元タイヒミュラー空間に
おいても成り立つかという問題はタイヒミ
ュラー空間論における中心的問題であった
が，最近，タイヒミュラー空間の接空間の同
型がリーマン面間の双正則同型によって誘
導されるという定理が Markovic によって証
明されて解決をみている．	
 
	
 
２．研究の目的	
 
	
 タイヒミュラー空間は曲面に入る複素構
造の変形空間であり，数学のあらゆる分野で
研究されている重要な対象である．曲面の擬
等角写像類群はモジュラー変換としてその
上に作用し，商空間としてモジュライ空間を
与える．コンパクトリーマン面に対する有限
次元タイヒミュラー空間上では，タイヒミュ
ラーモジュラー群の作用が不連続であるこ
とから，モジュライ空間は正規複素解析空間
となる．本研究では，一般のリーマン面に対
するモジュライ空間の構造を複素解析学的
に解明する．	
 
	
 
３．研究の方法	
 
本研究課題は独自のものであるが，研究お

よび問題解決のためには，これまでに展開さ
れているタイヒミュラー空間論の結果を習
得し，新しい技術と理論を導入し，本研究の
議論に組み入れる必要がある．そのため，研
究の過程で，国内外の関連する研究者との討
論を行い，セミナー，勉強会，国内研究集会
を通して構想をまとめた．また，研究の成果
は主に国際研究集会で公表し，そのさらなる
発展をめざした．特にFrederick	
 Gardiner	
 氏
（City	
 University	
 of	
 New	
 York）との研究
連絡は有益であった．	
 
	
 
４．研究成果	
 
	
 
(1)	
 漸近的自明写像類群の決定	
 
	
 無限型リーマン面に対する無限次元タイ
ヒミュラー空間上に作用するタイヒミュラ
ーモジュラー群を考察するために，漸近的タ
イヒミュラー空間上の作用を見る.これは，
漸近的等角写像を用いて定義されたタイヒ
ミュラー空間の商空間であり，無限型リーマ
ン面に対しては常に無限次元になる．リーマ
ン面の擬等角写像類は漸近的タイヒミュラ
ー空間上にも双正則等距離変換として作用
しているが，タイヒミュラー空間の場合とは

異なり自明に作用することもあり得る．本研
究ではリーマン面の双曲幾何的な有界条
件のもと，漸近的タイヒミュラー空間上に
自明に作用する写像類を完全に決定した．特
に，これまでに与えていた証明の本質を見極
め，精密化するとともに直接的な別証明を与
えた．	
 
	
 
(2)	
 漸近的タイヒミュラーモジュラー群の
固定点問題と漸近的ニールセン実現問題	
 
	
 タイヒミュラー空間上に作用するタイヒ
ミュラーモジュラー群に対しては，その部分
群で軌道が有界であるものはタイヒミュラ
ー空間上に共通固定点をもつことが知られ
ている．これによりタイヒミュラーモジュラ
ー群のニールセン実現問題が解決される．本
研究では漸近的タイヒミュラー空間に作
用する漸近的タイヒミュラーモジュラ
ー群に対してニールセン実現問題を提
唱した．そして(1)と同じ双曲幾何的な
有界条件のもと，漸近的タイヒミュラー
モジュラー群の有限部分群は漸近的タ
イヒミュラー空間に共通固定点をもつ
ことを証明し，漸近的タイヒミュラーモ
ジュラー群に対するニールセン実現問
題の解答を与えた．さらに擬等角写像類
群の作用をリーマン面の境界にまで拡
張し，ロイデン境界の自己同相群に対す
るニールセン実現問題を提唱した．そし
てロイデン境界上で定義された同相写
像で境界の近傍にまで擬等角拡張する
ものと，それから導かれる漸近的タイヒ
ミュラー空間上の双正則自己写像を考
えることにより解答を与えた．	
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